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商品市況展望  

平成 25 年 10 月 20 日記 

 17 日より始まった｢靖国神社の秋季例大祭｣は本日 20 日で終了。安倍総理は供え物の真榊を内

閣総理大臣名で奉納したが、参拝は見送り。 

 中韓に気を使ってという報道も多いが、実際は米国に止められた模様。先の 10 月 3 日に訪日

したケリー国務長官＆ヘーゲル国防長官が頼まれもしないのに千鳥ケ淵に行って献花したが、こ

れは暗に｢靖国には行くな｣というプレッシャーだった事は、ハワイ米軍司令部よりリーク済み。 

 

 今回の債務問題でゴタゴタしているオバマ大統領にとって、TPP 交渉にも参加出来なかった

わけであり、｢頼むから中韓とこれ以上もめないでくれ！｣というのが本音だったのだろう。だが

米国のプレッシャーで参拝できなかった＝米国は靖国を認めていないという論に発展するのは、

これもまた全く間違っている話だ。 

 

 戦後、米国人は何人も靖国神社を公式参拝している。 

S21 年 3 月 アメリカ ロバート・G・ガード（GHQ 関係者） 

H 元年 6 月 アメリカ スティーブン・H・ハウエル横須賀基地司令官海軍大佐 

H7 年 6 月 アメリカ ジェイムス・B・ケイン大東亜戦争参戦元パイロット 

 

 というか、アメリカ以外でもロシア、フランス、イタリア、ドイツ、スイス、フィンランドな

ど欧州各国。インド、インドネシア、タイなどアジア各国の他、ブラジル、アルゼンチン、チリ

など南米各国、豪州、台湾、パラオなど世界中の国が公式参拝を行っている。中韓以外の国は誰

も批判はしていない。 

 それは当たり前の話であり、世界各国の共通認識は｢いかなる国家も、その国家のために命を

捧げた国民に対して敬意を払う権利と義務がある｣というのが普通だからだ。 

 

 なに？A 級戦犯が合祀されているから？ そういう事を言う輩は、神道のなんたるか、A 級戦

犯と B、C 級戦犯の違いを判って言ってるのかしらん？ 

 バカは A 級を永久だと勘違いしている人もいるらしいし、A、B、C 順に悪い順番だと思って

いる人も居るらしい。 

A 級戦犯「平和に対する罪」（外国人も含めて 141 人が逮捕された） 

B 級戦犯「通例の戦争犯罪」（B,C 級は台湾人 173 名、朝鮮人 148 名を含む 11,000 人超逮捕） 

C 級戦犯「人道に対する罪」（その中で C 級は、比較的少ない） 

 ちなみに当時の国際法では B 級戦犯のみが国際法で有効であり、AAAA 級戦犯と級戦犯と級戦犯と級戦犯と CCCC 級戦犯は事後級戦犯は事後級戦犯は事後級戦犯は事後

法で国際法的な根拠がなかった法で国際法的な根拠がなかった法で国際法的な根拠がなかった法で国際法的な根拠がなかった。  

 

 1952 年（昭和 27 年）4 月 28 日のサンフランシスコ平和条約発効で、日本は主権を回復した

が、同年 5 月 1 日、木村篤太郎法務総裁から戦犯の国内法上の解釈についての変更が通達され、

戦犯拘禁中の死者はすべて「公務死」、戦犯逮捕者は「抑留又は逮捕された者」戦犯拘禁中の死者はすべて「公務死」、戦犯逮捕者は「抑留又は逮捕された者」戦犯拘禁中の死者はすべて「公務死」、戦犯逮捕者は「抑留又は逮捕された者」戦犯拘禁中の死者はすべて「公務死」、戦犯逮捕者は「抑留又は逮捕された者」として取り扱わ

れる事になった。 
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 1952 年 4 月に施行された「戦傷病者戦没者遺族等援護法」も一部改正され、戦犯としての拘

留逮捕者については｢被拘禁者｣として扱い、当該拘禁中に死亡した場合は、その遺族に扶助料を

支給する事になった。 

 また戦犯とされた方々のために、衆参合わせて戦犯とされた方々のために、衆参合わせて戦犯とされた方々のために、衆参合わせて戦犯とされた方々のために、衆参合わせて 4444 回の回の回の回の国会決議もされて、名誉回復がされた国会決議もされて、名誉回復がされた国会決議もされて、名誉回復がされた国会決議もされて、名誉回復がされた。

1952 年 6 月 9 日に、「戦犯在所者の釈放等に関する決議」が、12 月 9 日に「戦争犯罪による受「戦争犯罪による受「戦争犯罪による受「戦争犯罪による受

刑者の釈放等に関する決議」が全会一致で可決された刑者の釈放等に関する決議」が全会一致で可決された刑者の釈放等に関する決議」が全会一致で可決された刑者の釈放等に関する決議」が全会一致で可決された。つまりは、今ゴタゴタ言っている社民

党ら（当時は社会党）も賛成して戦争犯罪者というのは存在しなくなったわけだ。 

 

 また 1953 年 8 月 3 日に「戦争犯罪による受刑者の赦免に関する決議」が、1955 年 7 月 19

日に「戦争受刑者の即時釈放要請に関する決議」が可決された。 

 

日本はサンフランシスコ講和条約 11 条により、東京裁判を受け入れたので戦犯が有効という

主張は誤りで、日本が受け入れたのは、「刑の執行継承」であり「裁判の判決事由」では日本が受け入れたのは、「刑の執行継承」であり「裁判の判決事由」では日本が受け入れたのは、「刑の執行継承」であり「裁判の判決事由」では日本が受け入れたのは、「刑の執行継承」であり「裁判の判決事由」ではないないないない。 

 つまり、連合国が戦犯として裁いた人たちは罪人ではないのだから、AAAA 級戦犯を含めた「戦犯」級戦犯を含めた「戦犯」級戦犯を含めた「戦犯」級戦犯を含めた「戦犯」

は、すでに国内的にも国際的にも存在は、すでに国内的にも国際的にも存在は、すでに国内的にも国際的にも存在は、すでに国内的にも国際的にも存在していないしていないしていないしていない。ここがぶれるから、すべておかしくなる。 

 

中国、韓国、日本の一部左翼勢力は、そんな事を承知の上で｢ただ日本を貶めることだけのた

めに靖国批判を行っている｣と言えるだろう。 

米国は中国シンパも居るし、そういう奴らは中国のために。そうじゃない奴らは、面倒事が嫌

だから無視しているだけだろう。 

 

春の例大祭には、反中・反韓の国々をいっぱい集めて、みんなで公式参拝すれば良い。少なく

ともインドやベトナム、フィリピンなどは参加したいだろうし、チベットやモンゴル、ウイグル

などからも呼べば良い。欧州、中東の王族も呼べば来るだろう。 

国内の事を考えると、総理が行くよりは天皇が親拝（天皇の場合は参拝じゃない）して欲しい。

戦後は 1975 年以来ご親拝していないわけで、朝日につっこまれた三木武夫のせいだけれども、

世界の皇族で参拝すれば中韓ももう何も言わなくなるだろう。 
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〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕    

〇東京金日足 

…削除済み… 

今週の金の値動き 

  10 月限（当限） 前日比 8 月限（先限） 前日比 

10 月 15 日 \4,019 -68 \4,024 -66 

10 月 16 日 \4,064 45 \4,067 43 

10 月 17 日 \4,051 -13 \4,050 -17 

10 月 18 日 \4,155 104 \4,155 105 

金相場は、金相場は、金相場は、金相場は、先週号においては『戻り売り相場に変化無しである。現状のようなトレンドが続け

ば、いずれは NY ベース 1,000 ドル割れ、東京金は 3,000 円前半まで下がっても不思議ではない

だろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、3,9753,9753,9753,975 円（円（円（円（10/1610/1610/1610/16））））まで下落して 4,000 円の大台を割り込んだ後、米債務

問題の解決から相場は急反騰。週末には 4,1744,1744,1744,174 円まで戻り、安値から円まで戻り、安値から円まで戻り、安値から円まで戻り、安値から 199199199199 円の反騰円の反騰円の反騰円の反騰となった。 

    

右肩下がりの右肩下がりの右肩下がりの右肩下がりのチャートトレンドチャートトレンドチャートトレンドチャートトレンドで来た相場は、で来た相場は、で来た相場は、で来た相場は、4,5324,5324,5324,532 円（円（円（円（9/49/49/49/4）→）→）→）→3,9753,9753,9753,975 円（円（円（円（10/1610/1610/1610/16）まで）まで）まで）まで 557557557557

円下げ、円下げ、円下げ、円下げ、199199199199 円戻したわけだ円戻したわけだ円戻したわけだ円戻したわけだ。おおよそおおよそおおよそおおよそ 3333 分の分の分の分の 1111 戻しの達成である戻しの達成である戻しの達成である戻しの達成である。 

この意外な（？）急反騰の原因には諸説あるが、当方はこう考えている。本来ならば元々｢米

債務問題｣は出ている時が金にとっては強材料で、解決したら弱材料とするのが普通であろうが、

今回は｢どうせ最終的にはまとまるに決まっている｣という中で、いずれもそれを先取りして反対

に動いてしまった。だから解決して、逆に急騰したというのが一つ。 

もう一つは、米債務問題発生の中ではリスク資産が敬遠され下落。解決でリスク資産の見直し

が入っての急騰。特に先週コメントした、QE3 の継続観測が一気に台頭したのも大きな要因の一

つだ。 

またうがった見方では、…中略…  

 

いずれにしたって結論から先に言えば、600 円近くも下がったのだから、200 円ほどは上がっ

ても当然。せいぜいがあと 100 円程度の戻りで、売り相場には変化がないだろうというのが、当

方の相場観である。…中略…  

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 10 月 \4,404 

10 月 29

日 

\5,077 2 月 7 日 \3,761 6 月 28 日 \4,155 

2013 年 12 月 \4,519 

12 月 25

日 

\5,081 2 月 7 日 \3,745 6 月 28 日 \4,152 

2014 年 2 月 \4,759 2 月 26 日 \4,979 3 月 21 日 \3,751 6 月 28 日 \4,157 

2014 年 4 月 \4,585 4 月 25 日 \4,760 5 月 10 日 \3,749 6 月 28 日 \4,155 

2014 年 6 月 \4,031 6 月 26 日 \4,531 9 月 4 日 \3,750 6 月 28 日 \4,153 

2014 年 8 月 \4,424 8 月 28 日 \4,532 9 月 4 日 \\\\3,9753,9753,9753,975    

10101010 月月月月 16161616

日日日日    

\4,155 
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〇NY 金日足 

…削除済み… 

10/1810/1810/1810/18 のののの NYNYNYNY 市場では、前日比市場では、前日比市場では、前日比市場では、前日比 8.48.48.48.4 ドル安のドル安のドル安のドル安の 1314.61314.61314.61314.6 ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了。チャートでは 1251125112511251 ドルドルドルドル

（（（（10/1510/1510/1510/15）まで下落）まで下落）まで下落）まで下落の後、前日には一気に一気に一気に一気に 1320132013201320 ドル台までドル台までドル台までドル台まで 70707070 ドル以上買い上げられドル以上買い上げられドル以上買い上げられドル以上買い上げられ、ちょっと

勢いが止まっての陰線引けである。 

  

なお CFTC（米商品先物取引委員会）の建玉報告だが、10/16 まで政府機関の一部が閉鎖された

影響でまだ出ていない。9/24 現在までしか現在は発表されていないわけで、10/1、10/8、10/15

までが実際には発表されないといけないわけだが、いつどのように発表されるのかは、未定であ

る。 

 

またまたまたまた 10/1810/1810/1810/18 現在での現在での現在での現在での ETFETFETFETF 残高は、残高は、残高は、残高は、…中略…  

つまり現状では、この米財政問題から金へ資金流入しているという事は起きていないこの米財政問題から金へ資金流入しているという事は起きていないこの米財政問題から金へ資金流入しているという事は起きていないこの米財政問題から金へ資金流入しているという事は起きていないしししし、、、、1250125012501250

ドル台まで相場が下落し、一気にドル台まで相場が下落し、一気にドル台まで相場が下落し、一気にドル台まで相場が下落し、一気に 1300130013001300 ドル台を回復した波乱の展開に相場はなっているものの、ドル台を回復した波乱の展開に相場はなっているものの、ドル台を回復した波乱の展開に相場はなっているものの、ドル台を回復した波乱の展開に相場はなっているものの、

ETFETFETFETF の動きを見ると何も起きていないどころか、更に資金流出は続いているという事を意味しての動きを見ると何も起きていないどころか、更に資金流出は続いているという事を意味しての動きを見ると何も起きていないどころか、更に資金流出は続いているという事を意味しての動きを見ると何も起きていないどころか、更に資金流出は続いているという事を意味して

いるわけだいるわけだいるわけだいるわけだ。 

よって内外の 17～18 日の急騰劇は、単なる相場のあや戻しであり、何も急激にトレンドが変

化したわけではないと考えているわけだが、さて？ 

 

結論として当方の相場観は、戻り売りの相場に変化はないだろう。このまま戻りもなく下げて

しまっていたら、誰もが売れずに終わった可能性もあるわけで、この急反発は売り場を提供して

くれるものだと歓迎する。 
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〇東京プラチナ日足 

…削除済み… 

今週のプラチナの値動き 

  10 月限（当限） 前日比 8 月限（先限） 前日比 

10 月 15 日 \4,362 -46 \4,381 -47 

10 月 16 日 \4,420 58 \4,436 55 

10 月 17 日 \4,448 28 \4,452 16 

10 月 18 日 \4,561 113 \4,571 119 

プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、先週号においては『4,302 円を割り込むようなら、また年初来安値に向かっ

ての下落を続けることになるだろう。W 底形成なら一度は戻るだろうが、4,500 円台以上の戻り

は困難であると想定している。戻り売りである』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明けの下落では 4,302 円を割り込まず。16 日からは陽線の反発となり、

週末は金の急騰もあって 4,5844,5844,5844,584 円（円（円（円（10/1810/1810/1810/18）の高値まで反騰）の高値まで反騰）の高値まで反騰）の高値まで反騰である。 

 

4,9564,9564,9564,956 円（円（円（円（9/49/49/49/4）→）→）→）→4,3024,3024,3024,302 円（円（円（円（10/410/410/410/4））））までまでまでまで 654654654654 円下げた相場は、週末の高値円下げた相場は、週末の高値円下げた相場は、週末の高値円下げた相場は、週末の高値 4,5844,5844,5844,584 円まで円まで円まで円まで 282282282282

円の戻りである円の戻りである円の戻りである円の戻りである。 

だが結論から先に言えば、W 底形成からの戻りはあと幾らも無いだろう。日足の陰線が一本入

ればお終いだと考えているし、後になれば売り場を提供してくれただけだったな、という事にな

るのでは？ 

上がるとすれば南アの鉱山ストの長期化だが、…中略…  

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京プラチナ一代の動

き 

      

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 10 月 \3,998 

10 月 29

日 

\5,288 2 月 8 日 \3,933 

10 月 30

日 

\4,561 

2013 年 12 月 \4,249 

12 月 25

日 

\5,300 2 月 8 日 \4,122 6 月 27 日 \4,555 

2014 年 2 月 \4,831 2 月 26 日 \5,052 3 月 12 日 \4,125 6 月 27 日 \4,558 

2014 年 4 月 \4,622 4 月 25 日 \4,999 5 月 16 日 \4,109 6 月 27 日 \4,566 

2014 年 6 月 \4,284 6 月 26 日 \4,948 9 月 4 日 \4,125 6 月 27 日 \4,565 

2014 年 8 月 \4,810 8 月 28 日 \4,956 9 月 4 日 \4,302 10 月 4 日 \4,571 

 

〇プラチナ－金価格差日足 

…削除済み… 

週末現在のサヤは、週末現在のサヤは、週末現在のサヤは、週末現在のサヤは、4,4,4,4,571571571571 円（プラチナ）－円（プラチナ）－円（プラチナ）－円（プラチナ）－4,4,4,4,155155155155 円（金）＝円（金）＝円（金）＝円（金）＝416416416416 円円円円。 

 

10/7 に 225 円まで縮小した後、さすがに拡大した。先週号で『400 円台までは拡大しても不思

議ではない』としたが、それも出た。これ以上は大きく開かないだろう。 

 

結論として当方の相場観は、W 底からの反騰局面入りとなった相場だが、その反騰期間は長く

ないだろう。戻り売り相場には変化無しと見ており、陰線が入ればその終了のシグナルとなる事

だろう。 
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〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕 

〇東京コーン日足 

…削除済み… 

今週のコーンの値動き 

  11 月限（当限） 前日比 9 月限（先限） 前日比 

10 月 15 日 \21,900 -630 \24,550 130 

  1 月限（当限） 前日比 11 月限（先限） 前日比 

10 月 16 日 \24,000 160 \24,880   

10 月 17 日 \24,320 320 \24,960 80 

10 月 18 日 \24,350 30 \24,990 30 

まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…    

先週号においては『来年の天候相場は買いたいと思っているが、年内は手出ししてもしょうが

あるまい』とコメントした。 

今週の相場展開は、週明けに納会した 2013201320132013 年年年年 11111111 月限は月限は月限は月限は 21,90021,90021,90021,900 円と一代安値を更新しての終円と一代安値を更新しての終円と一代安値を更新しての終円と一代安値を更新しての終

了了了了。翌日に出た 2014 年 11 月限の先物は確りした推移だが、ほぼ横ばいである。 

 

チャートでは大きな W 底を形成中に見えなくもない。8 月の高値 26,600 円を超えるとそうな

るわけだが、豊作で需給緩和が進む現在のファンダメンタルズで、しかも収穫進展中のこの時期

にそこまで上がるとは到底思えない。 

現在、米国では現在、米国では現在、米国では現在、米国では 30303030％以上の収穫が進展中だ％以上の収穫が進展中だ％以上の収穫が進展中だ％以上の収穫が進展中だ。…中略…  

 

なお一代の動きは以下のとおりである。 

東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 11 月 \25,600 

10 月 16

日 

\28,910 5 月 30 日 \\\\21,90021,90021,90021,900    

10101010 月月月月 15151515

日日日日    

\\\\21,90021,90021,90021,900    

2014 年 1 月 \25,700 

12 月 17

日 

\28,600 6 月 3 日 \23,350 10 月 3 日 \24,350 

2014 年 3 月 \27,290 2 月 18 日 \28,750 6 月 3 日 \24,030 8 月 12 日 \24,800 

2014 年 5 月 \26,550 4 月 17 日 \28,970 6 月 3 日 \23,500 10 月 3 日 \24,000 

2014 年 7 月 \26,600 6 月 17 日 \28,410 6 月 21 日 \23,990 8 月 13 日 \24,640 

2014 年 9 月 \25,190 8 月 16 日 \26,600 8 月 27 日 \24,190 10 月 3 日 \24,890 

2014 年 11 月 \\\\24,79024,79024,79024,790    

10101010 月月月月 16161616

日日日日    

\\\\25,00025,00025,00025,000    

10101010 月月月月 18181818

日日日日    

\\\\24,75024,75024,75024,750    

10101010 月月月月 16161616

日日日日    

\24,990 

 期近は期近は期近は期近は納会で納会で納会で納会で一代安値の更新一代安値の更新一代安値の更新一代安値の更新である。 

＊シカゴのチャートは割愛します。 

 

結論として当方の相場観は、来年の天候相場は買いに賭けてみたいが、今は大きく下落しない

と手出しする気が起きない。それでも敢えてやるなら戻り売りだが、売りの美味しい相場もすで

に終わっているだろうから、やるだけ無駄だというのが当方の判断だ。 
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〇東京大豆日足 

…削除済み… 

今週の大豆の値動き 

  10 月限（当限） 前日比 8 月限（先限） 前日比 

10 月 15 日 \50,000 0 \52,250 -300 

  12 月限（当限） 前日比 10 月限（先限） 前日比 

10 月 16 日 \54,800 -200 \52,110   

10 月 17 日 \55,600 800 \52,440 330 

10 月 18 日 \55,850 250 \52,650 210 

続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…    

先週号においては『しばらく様子見である。今は売りたくも無し、買いたくも無しだ』とコメ

ントした。 

今週の相場展開は、週明けに 2013201320132013 年年年年 10101010 月が月が月が月が 5555 万円ジャストで納会万円ジャストで納会万円ジャストで納会万円ジャストで納会。夏場にはこのチャート

の高値である 56,000 円台よりも遥かに高い 68,000 円台も記録した限月だが、終わってみれば逆

にこのチャートの下の方で終了したという事だ。 

次に発会した 2014 年 10 月限は 53,600 円で発会したあとに 1,500 円下げたが、出来高を見る

限り参加者は皆無。 

…中略…  

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 10 月 \47,220 10 月 16 日 \68,750 7 月 10 日 \47,300 

11 月 13

日 

\\\\50,00050,00050,00050,000    

2013 年 12 月 \50,680 12 月 17 日 \59,950 9 月 13 日 \48,450 1 月 9 日 \55,850 

2014 年 2 月 \53,000 2 月 18 日 \57,300 9 月 13 日 \48,960 8 月 8 日 \54,200 

2014 年 4 月 \50,910 4 月 17 日 \60,000 9 月 4 日 \49,850 5 月 2 日 \54,900 

2014 年 6 月 \51,760 6 月 17 日 \56,340 7 月 10 日 \49,130 8 月 8 日 \53,100 

2014 年 8 月 \52,600 8 月 16 日 \55,270 9 月 4 日 \51,480 10 月 3 日 \52,480 

2014 年 10 月 \\\\53,60053,60053,60053,600    10101010 月月月月 16161616 日日日日    \\\\53,60053,60053,60053,600    

10101010 月月月月 16161616

日日日日    

\\\\51,90051,90051,90051,900    

10101010 月月月月 16161616

日日日日    

\52,650 

 

結論として当方の相場観は、出来高が回復するまでノーコメント。人のいない飯屋はうまくな

いのと同様に、人の居ない博奕場は儲からんと決まっていのだから、考えるだけ無駄。 
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〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕    

〇東京ゴム日足 

…削除済み… 

今週のゴムの値動き 

  10 月限（先限） 前日比 3 月限（先限） 前日比 

10 月 15 日 256.3 5.3 270.8 6.3 

10 月 16 日 255.0 -1.3 269.9 -0.9 

10 月 17 日 254.9 -0.1 268.8 -1.1 

10 月 18 日 251.5 -3.4 267.4 -1.4 

先週号においては『戻り売りの展開に変化はないだろう。270 円に接近した場面は、売って構

わないのではないかと考える』とコメントした。 

今週の相場展開は、10/17 には長い上ヒゲだが 276.0276.0276.0276.0 円まで上昇円まで上昇円まで上昇円まで上昇。だが週末には、また 270 円

を割り込んでの終了となった。 

 

ズバリ結論から先に言えば、276.0 円で戻り天井は打っただろうと考える。290 円が天井では

なく、300 円、400 円と上がってゆく相場なら別だろうが、今の商品市場がそんな陽気でもある

まい。10/4 の安値から 20 円超も上がったわけで、戻りはこれで十分だろう。 

 

…中略…  

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 10 月 253.7 4 月 24 日 299.0 5 月 13 日 222.3  6 月 25 日 251.5 

2013 年 11 月 267.7 5 月 28 日 279.0 9 月 9 日 223.9  6 月 25 日 254.7 

2013 年 12 月 231.0 6 月 25 日 282.5 9 月 9 日 225.5 6 月 25 日 257.6 

2014 年 1 月 257.0 7 月 26 日 287.1 9 月 9 日 238.7 7 月 31 日 260.3 

2014 年 2 月 278.8 8 月 27 日 290.3 9 月 9 日 251.2 10 月 4 日 264.1 

2014 年 3 月 277.9 9 月 25 日 278.5 9 月 25 日 253.8 10 月 4 日 267.4 

    

当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは、10 月限 251.5 円～3 月限 267.4 円と 15.915.915.915.9 円円円円のののの逆逆逆逆ザヤザヤザヤザヤ。順ザヤ幅は若干拡大し

たが、大きく拡大すればサヤ滑り懸念が後に出るだけだ。 

週末週末週末週末現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、…中略…  

国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は、…中略…  

上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫はははは、、、、10/18 現在で 11,603 トンと大幅増の 14 万 445 トン。年初来の在庫量の更新

であり、中国では在庫が積み上がっている事の証拠である。 

上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は、…中略…  

 

 結論として当方の相場観は、276.0 円にストップロスを置いての本格売り参戦。所詮は、この

戻りは一過性のものだと考えるゆえに。 
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〔〔〔〔原油・原油・原油・原油・石油製品〕石油製品〕石油製品〕石油製品〕    

〇NY 原油日足 

…削除済み… 

まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…    

先週号においては『引きつけての戻り売りの好機であろう。陰線が一本入ったら、そこからは

売り場と考える』とコメントした。 

今週の相場展開は、NYNYNYNY 原油は原油は原油は原油は横ばい横ばい横ばい横ばい。週末 10/18 は、前日比 0.14 ドル高の 100.81100.81100.81100.81 ドルドルドルドルでの

終了である。 

    

チャートでは一目均衡表の雲の下での推移であり、夏場のチャートでは一目均衡表の雲の下での推移であり、夏場のチャートでは一目均衡表の雲の下での推移であり、夏場のチャートでは一目均衡表の雲の下での推移であり、夏場の 112112112112 ドルをトップとした高原相場ドルをトップとした高原相場ドルをトップとした高原相場ドルをトップとした高原相場

は、は、は、は、102102102102 ドルを割りドルを割りドルを割りドルを割り込んでトレンドは変わっているというのが、素直な見方である込んでトレンドは変わっているというのが、素直な見方である込んでトレンドは変わっているというのが、素直な見方である込んでトレンドは変わっているというのが、素直な見方である。 

今後戻ったとしても、戻りの限界は 105～106 ドル程度で、そのうちにドカンと 90 ドル辺りま

で上がっても全然不思議ではないように見えるが、さてどうなるか？ 

しかしこの NY 原油の下落の割には、…中略…  

 

〇東京原油日足 

…削除済み… 

今週の東京原油の動き 

  10 月限（当限） 前日比 3 月限（先限） 前日比 

10 月 15 日 \66,320 -180 \64,440 -240 

10 月 16 日 \66,060 -260 \64,200 -240 

10 月 17 日 \66,380 320 \64,780 580 

10 月 18 日 \65,850 -530 \63,960 -820 

東京原油は、17 日には長い上ヒゲを付けて 65,53065,53065,53065,530 円円円円まで上昇。ただしこの上ヒゲを除けば、

上昇に陰りが出てきた状況だ。 

直近の動きでは直近の動きでは直近の動きでは直近の動きでは 66,75066,75066,75066,750 円（円（円（円（8/288/288/288/28）→）→）→）→61,63061,63061,63061,630 円（（円（（円（（円（（10/210/210/210/2）まで）まで）まで）まで 5,1205,1205,1205,120 円下落の後、円下落の後、円下落の後、円下落の後、65,53065,53065,53065,530 円（円（円（円（10/1710/1710/1710/17））））

までまでまでまで 3,9003,9003,9003,900 円戻し（円戻し（円戻し（円戻し（76767676％の戻り）、さて今度はどっち？％の戻り）、さて今度はどっち？％の戻り）、さて今度はどっち？％の戻り）、さて今度はどっち？というところだ。 

…中略…  

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 10 月 \59,500 5 月 1 日 \68,530 9 月 9 日 \57,510 5 月 2 日 \65,850 

2013 年 11 月 \60,370 6 月 3 日 \67,810 9 月 9 日 \58,040 6 月 14 日 \65,400 

2013 年 12 月 \60,580 7 月 1 日 \67,170 9 月 4 日 \60,000 8 月 9 日 \64,840 

2014 年 1 月 \62,420 8 月 1 日 \66,750 8 月 28 日 \59,720 8 月 9 日 \64,520 

2014 年 2 月 \63,890 9 月 2 日 \66,380 9 月 6 日 \61,830 10 月 1 日 \64,220 

2014 年 3 月 \62,520 10 月 1 日 \\\\65,53065,53065,53065,530    

10101010 月月月月 17171717

日日日日    

\61,630 10 月 2 日 \63,960 

  

結論として当方の相場観は、戻り売り継続の相場であろう。急反騰するよりは、下値リスクの

方がまだ高いのではないかと考えるゆえに。 
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〇東京ガソリン日足 

…削除済み… 

今週のガソリンの値動き 

  11 月限（当限） 前日比 4 月限（先限） 前日比 

10 月 15 日 \76,930 -220 \77,110 -80 

10 月 16 日 \76,660 -270 \76,940 -170 

10 月 17 日 \76,550 -110 \77,650 710 

10 月 18 日 \75,670 -880 \76,880 -770 

続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…    

先週号においては『ここからの戻りは引きつけての売りが良しと見るが、今回の急騰劇は、や

はりスポット価格よりも大幅に割安となっている時は、売り安心は危険という事の証明であろう。

今後も現物とのサヤには注意が必要だろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、17 日には長い上ヒゲを付けて 78,27078,27078,27078,270 円まで上昇円まで上昇円まで上昇円まで上昇。10/8 の安値 73,35073,35073,35073,350 円円円円

からは、からは、からは、からは、4,9204,9204,9204,920 円幅の大きな上昇円幅の大きな上昇円幅の大きな上昇円幅の大きな上昇となった。 

 

直近の動きでは、78,87078,87078,87078,870 円（円（円（円（8/288/288/288/28）→）→）→）→73,35073,35073,35073,350 円（円（円（円（10/810/810/810/8）まで）まで）まで）まで 5,5205,5205,5205,520 円下げた相場が、円下げた相場が、円下げた相場が、円下げた相場が、4,9204,9204,9204,920

円の反騰とほぼ“往って来い“に近い反騰をしたわけだ円の反騰とほぼ“往って来い“に近い反騰をしたわけだ円の反騰とほぼ“往って来い“に近い反騰をしたわけだ円の反騰とほぼ“往って来い“に近い反騰をしたわけだ。 

…中略…  

スポット価格の 8 万円台から見れば、やはり先物市場はまだまだ割安であるわけで、崩れるに

はこのスポット価格の下落も重要な要素なのかもしれない。 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 11 月 \72,990 4 月 26 日 \79,060 9 月 6 日 \68,030 5 月 2 日 \75,670 

2013 年 12 月 \71,760 5 月 27 日 \77,880 9 月 6 日 \69,450 6 月 14 日 \75,630 

2014 年 1 月 \70,660 6 月 26 日 \77,500 8 月 28 日 \69,520 6 月 27 日 \74,900 

2014 年 2 月 \75,050 7 月 26 日 \77,660 8 月 28 日 \71,020 8 月 9 日 \74,690 

2014 年 3 月 \76,610 8 月 26 日 \78,870 8 月 28 日 \73,210 10 月 8 日 \76,060 

2014 年 4 月 \76,190 9 月 26 日 \\\\78,27078,27078,27078,270    

10101010 月月月月 17171717

日日日日    

\73,350 10 月 8 日 \76,880 

 

10/10/10/10/18181818 現在の現在の現在の現在の業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は、、、、…中略…  

 

10/10/10/10/12121212 現現現現在の在の在の在のガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、前週比 4.3 万 kl 減の 192.6192.6192.6192.6 万万万万 klklklkl。前年同期比では 26.5 万 Kl

少ない水準。 

在庫水準はかなり低いが、最近は低燃費車の普及で、これで十分なのだという説もあり、実際

に在庫減少でも騒がれていないのだから、そうなのだろう。…中略…  

  

結論として当方の相場観は、チャートではすでに天井圏に入って来ているので売り場だと考え

るが、スポット価格からは相変わらず 5,000 円も割安である。よって戻り売りだが、下値は浅い

と考えるのが無難かもしれない。 
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〇東京灯油日足 

…削除済み… 

今週の灯油の値動き 

  11 月限（当限） 前日比 4 月限（先限） 前日比 

10 月 15 日 \79,910 -790 \77,070 -110 

10 月 16 日 \79,880 -30 \77,140 70 

10 月 17 日 \80,360 480 \77,690 550 

10 月 18 日 \79,690 -670 \76,930 -760 

最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…    

先週号においては『需要期の突っ込み買い。先物の戻り売り方針に変化はない。乱高下しなが

ら、いずれはサヤが開くのだろうと考えているゆえに』とコメントした。 

今週の相場展開は、17 日には長い上ヒゲで 78,32078,32078,32078,320 円まで記録円まで記録円まで記録円まで記録。10/8 の安値 73,80073,80073,80073,800 円からは、円からは、円からは、円からは、

都合都合都合都合 4,5204,5204,5204,520 円の反騰円の反騰円の反騰円の反騰となった。 

 

直近の動きを見ると、81,01081,01081,01081,010 円（円（円（円（9/99/99/99/9）→）→）→）→73,90073,90073,90073,900 円（円（円（円（10/810/810/810/8）まで）まで）まで）まで 7,1107,1107,1107,110 円下げた相場は、半円下げた相場は、半円下げた相場は、半円下げた相場は、半

値戻しを超える値戻しを超える値戻しを超える値戻しを超える 4,5204,5204,5204,520 円幅の反騰となったわけだ円幅の反騰となったわけだ円幅の反騰となったわけだ円幅の反騰となったわけだ。 

戻っても 81,010 円は天井であろうというのが順当なところだが、実際は戻り高値を記録した

10/17 には期近期近期近期近 3333 本も一代高値を更新本も一代高値を更新本も一代高値を更新本も一代高値を更新しており、それぞれがすでにこの 9/9 の高値よりも更に高

いところを記録したわけだ。（一代の動きを参照） 

…中略…  

 

一代の推移は、以下のとおり。 

東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 11 月 \75,350 4 月 26 日 \\\\81,03081,03081,03081,030    

10101010 月月月月 17171717

日日日日    

\69,850 5 月 2 日 \79,640 

2013 年 12 月 \74,610 5 月 27 日 \\\\81,41081,41081,41081,410    

10101010 月月月月 17171717

日日日日    

\71,580 6 月 14 日 \80,020 

2014 年 1 月 \73,900 6 月 26 日 \\\\81,45081,45081,45081,450    

10101010 月月月月 17171717

日日日日    

\72,650 6 月 27 日 \80,000 

2014 年 2 月 \78,000 7 月 26 日 \81,270 9 月 9 日 \74,130 8 月 9 日 \79,740 

2014 年 3 月 \79,130 8 月 26 日 \81,010 9 月 9 日 \75,770 10 月 8 日 \78,640 

2014 年 4 月 \75,440 9 月 26 日 \\\\78,32078,32078,32078,320    

10101010 月月月月 17171717

日日日日    

\73,900 10 月 8 日 \76,930 

 

10/10/10/10/18181818 現在現在現在現在の業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格は、、、、88883333,,,,050505050000 円円円円（税抜き）と前週前週前週前週比比比比変わらず変わらず変わらず変わらず。ガソリンの 5,000

円ほどはないが、それでもまだ 3,000 円は先物市場の期近は割安なわけだ。 

…中略…  

 

10/10/10/10/12121212 現在の現在の現在の現在の灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、…中略…  

   

結論として当方の相場観は、需要期限月の突っ込み買い、不需要期限月の戻り売りの方針に変

化無し。一見すると高いものを買い、安いものを売る事になるが、それで良いと考える。逆は絶

対にしない。 
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〔〔〔〔為替為替為替為替・株式・株式・株式・株式〕〕〕〕    

〇ドル/円相場日足 

…削除済み… 

当方は｢三角持ち合いを上に抜ける＝円安になるという相場観｣であるが、米債務問題が解決し

た（先送りされた？）10/17 に 99.00 円を付けたが、まだ頭は重い。週末の NY タイムでも 97

円台後半だ。大きく円高になるとも思えないが、この水準の居心地が良いのかも。 

    

なお来週の主な予定は、…中略…  

 

〇日経 225 日足 

…削除済み… 

 このチャートには週末の 1 本だけ入っていないが、週末は 14,561 円でちょい安。その後のシ

カゴ先物では、14,625 円で帰ってきている。 

 当方は 13,748 円（10/8）で底入れしたと思っているが、さて 15,000 円台を回復するのはい

つになるか。 

 

〇NY ダウ日足 

…削除済み… 

9/18 からの下げは見事なものだったが、10/9 で底は入った格好だ。米国議会の混乱に乗じて

崩してみたり、逆に底入れ後に“最無問題解決の報が入る前に“買い上げてみたりで、様々な策

動が入った結果であろう。 

 

 

 このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 

内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 

 

        ひげの中ちゃん相場情報 

                       中田幸一郎 

        メールアドレス info@higenaka.com 


